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                 審   査   の   要   旨 
 
本研究において，これまで十分に関心が向けられてこなかった韓国のアグリ・ツーリズムを扱った点，
その重要な要素である直売所の発展において訪問者の役割に注目した点は，関係する先行研究に対するオ
リジナリティとして高く評価される。とくに，リンゴ直売所の発展過程における常連客の役割について指
摘したことは，観光地理学の分野に新しい知見をもたらすものである。また，韓国密陽市山内面において，
リンゴ直売所が発展してきた過程を，農家，組織，観光客，政策という多様な主体の係わりとともに，地
域条件とも関連づけて分析した研究方法は適確である。 
本研究は，直売所や生産関連組織において，生産者とその関係者，直売所の訪問客に対して，長時間を
かけて詳細な聞き取り調査を実施し，それによって得られたデータを，韓国における観光政策，農村振興
政策の展開とも関連づけながら実証的に分析した研究である。こうした研究スタイルは，日本のみならず
世界のアグリ・ツーリズムに関する今後の研究にも応用されるといった点で重要な意義をもつ。また日本
と韓国において，アグリ・ツーリズムの類似点や相違点を示したことを通じて得られた一般性と固有性は，
両国における直売所や観光農園の特性解明に大きく貢献した。以上の点から，本研究はアグリ・ツーリズ
ムの展開を追究した，観光地理学の重要な研究として位置づけられ，博士論文として十分な価値があると
認められる。 
 
 
 
平成27年4月10日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った。その結果，審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
